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ヨード造影画像（Late Iodine Enhancement: LIE）を調査した報告がある。しかしながら、




（Iodine Density Image: IDI）を再構成することが可能となった。梗塞心筋において、拡
大した心筋細胞外液腔は正常な心筋と比較するとヨード密度の増加を示す。さらに、IDI































との一致率は、80-100 %のASiR画像で最も高かった（73.3 %）。 
 
考 察 
 IDIは、正常な心筋と比較して梗塞心筋で見られる拡大した心筋細胞外液腔に分布するヨ
ードの密度を示す。加えて、IDI上で心筋の吸収値を抑制し、かつ、ASiR強度の増加による
ノイズ減少によって、梗塞心筋と正常心筋のCNRは増加する。このように高いCNRが得られ
るため、LIE-CTにおける梗塞心筋の検出が改善する。IDIを用いたLIE-CTの視覚評価におい
ては、高いASiR強度（80-100 %）で最も高い壁深達度の一致率を示した。この結果は、高
いASiR強度におけるノイズの減少に伴うCNR上昇が、壁深達度評価の改善に寄与した可能性
が考えられる。 
 
結 論 
 IDIにおける80-100 %のASiR強度を用いた画像は、LIE-CTの画質を改善し、梗塞心筋にお
ける壁深達度評価に最も有用である。 
  
